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摘  要   

北米高緯度の冷温帯に広く分布するワイルドライス（及伽紅卸如壇L，）軋優れた耐  

冷性遭伝子や粒成釧こ関する過伝子の供給源として期待される。このような有用遺伝子を  

細胞操作によって禾穀類の改良に役立てるための基礎資料を得る目的で，品種Netumの完  

熟胚からのかレス誘導について，実験1では基本培埠の種類，実験2では種子令と櫓物ホ  

ルモン濃度の影響を検討した。収穫後1～2ヶ月間5山Cで乾燥貯蔵した種子の完熟胚から  

のかレス形成はMS培地で最も高く（44．7％），SH培地とB5培地では20～30％襟度であっ  

た。h′IS培地を用いて，2，4－D濃度を3水準設けたとき，収穫後2ヶ月以内に置床した胚は，  

2，4Dl．Omg／ノゼを添加した培地で2／3が，2．Dmg／ゼの培地では約1／2がカルス化した。一方  

5ケ月以上経た種子胚はかレス形成が低下し，種子令と2．4D濃度の間に相互作用があっ  

た。   

キーワードニ遺伝子粗 かレス誘導，胚培嵐 ワイルドライス  

しばしば野生イネ（印画川前嗅卿）と混同されるこ  

とがある。東アジア原産でわが国にも分布する多年  

生のマコモ（ゐα祁由由ゆJ由Turcz．）とは同属異種で  

ある。また，同じ一年生で北米東海岸iこ分布するZ  

叫敬最叫とは形静的によく似た近頒獲であり，研究論  

文ではワイルドライスにこの学名を用いる研究者も  
少なくない。  

緒  

ワイルドライス（及脚壷頚ぬめ滋Lは，イネ科  

イネ族マコモ属の1年生植物で，北アメリカ大陸五  

大湖周辺の湖沼地帯に広く野生している。アメリカ  
ンワイルドライスあるいはアメリカマコモとも呼ば  

れ（星川，19糾），英名がwildriceであることから  
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子実は古くからアメリカインディアンによって食  
料として利用されてきた。カナダではオンダリオ，  

マニトパ，サスカチエワンなどの諸州で．主として  

疎い湖水や河の自然集団から生産されるのに対し，  

アメリカ合衆国では今世紀後半から栽培化が始まづ  
た（Oell【eeとal．，1982）。1970年以降にミネソタ州を  

中心とLて商業栽培が発展しっ かレフオニア州では  

水田利用の栽培が普及している（H卿eS′etalり19朗）。  

しかし，最大の栽培面積をもつミネソタ州できえ1  

万haを大きく上回るまでには奪っていない。野生集  

団から選抜育成されたK2やNetllmなどの現在〃〕栽  

培品種は，完全な栽培塾ではなく，脱粒性や種子休  

眠 出穂の同時性等の面で野生型の特徴を持つこと  
が栽培の障害となっている。また雌雄異花櫓物でバ  

イオマスに対する子実の割合は2′0％に満たないため  

（Ⅵ「ilsロnan（1Rtlp自el，19糾），車型にも多、くの改良が  

必要とみられる。わが国でもK2やNetumが導入さ  

れ，北海道や東北地方の水田で試作されたが．実用  

栽培には至っていない（Gemmaetal．，1993）。   

一方，近年細胞培養や遺伝子導入校循が発達した  

ことを踏まえて，イネなど主要な車穀類の改良に際  

し遺紋子供給源としてみたとき，ワイルドライスは  

いくつもの有用な形質をもっているら玄米に比べ，  

タンパク質が2倍程度と高く，適に脂肪含量が低く，  

ビタミンB2やリンなどの各種ミネラルに肯んでいる  

（1’errellandⅥ■i＄er，1975；Oelke，1976；Wanget  

al．，197郎。単位葉而揖当たりの光合成酔隆はイネよ  

りやや低いものの（渡部ら，1q86），もともと北米高  

藤度の冷温滞に広く分布しているため，優れた耐冷  

性頚髄子の供給滞として期待される（小山1984）。  

このようなワイルドライスの長所を禾穀類の改良に  
晴用するためには，組織培養や細胞融合技術の確立  

が前提となる。そこで賽研究では，まず完熟胚から  

のカルス形成についての基砕資料を得る目的で2つ  

の実験を行った。実験1では、，基本培地の種類，実  

験2では頑子令と植物ホルモン濃度について検討し  

1∴  

材料と方法  

粟験1．基本培地試験   

比較の対象とした基本培地は，MS培地細仙ra・  

shige and Skoc官，l粥2），SH培地（Sclle11k and   

Hildebrandt，1972）およぴB5培地（GalⅥborgeta7．．   

1976）の3種類であるひ植物ホルモンはオーキシン猥   

として2，4－D（2．0喉／鰹），カイネテン類としてBAP   

（0．02帽／色）を添加した。  

水団で秦成し，収穫した品種Netumの乾燥種子を   

1ん2ケ月間5GCの冷蔵庫で保存し，実験に用いた。   

粗穀を取り除いた種子を表面殺菌のため78％エタノ   

ーリレに1n秒浸けた後，5％次亜塩素隠ナトリウム溶   

液で2n分間規拝したnクリーンペンチ内で完熟胚を   

掃出し，直径90mmのプラスチックシャーレに匿床し，   

200C暗男衆件でインキエペー卜した。その後1ケ月   

間隔で継代培養し，3ヶ月日にかレス形成率，既報   

の伸長程度，致死率を記録した。   

実験2．種子齢と植物ホルモン濃度試験  

実験】と同様，水田で養成し収穫したNetllnlの乾   

燥塵了を1～2ヶ月間およぴ5ケ月以ヒ保存したも   

のを2啓煩準備した。軌ゝ、た培地はMS培地で2，4   

bを3水準の濃度，ユ．0∴2．0，3．り喝／ゼで添加した。   

BAP濃劇ま（＝〕2mg／ゼで統′した。胚の摘出および   

その他は実験1と同様である。  

結  果  

実験1．  

基本培地を異にしたとき牒完熟胚からのカルス誘   
導の結果をTableユシ．こ示した。置床した胚数は培地   

間で－・様でなかったが，ⅣIS培地で最も高いかレス形   

成（44．7％）が認められた。Sll培地とB5棉地では   

2n～30％程度であった。逆にB5培地では5割以ヒの   

肺が褐変∴致死し∴MS横地では2常願度であった。   

その他には縦軸伸長が認められたものの，発芽状態   

のままかレス形成しなかった胚が含まれる。  

ほとんどのかレスは1（・m以上に伸長した胚軸とそ   

の基部，展開した葉争う形成きれゥ1t7n未満の微弱   

な胚軸から形成したかレスはわずかであった占腱軸  
と寒から直接形成したカルスは，粗粒状のものが多  

く，硬く崩れにくい形状をしていた。それに対し．   

胚軸基部からのカルスは額粒状で柔らかく．崩れや   

すかった。そわ後も継代培養を繰り返すと，稗粒状   

カルスに比ペ柵粒状カルスでは，かレス全体あるい   

は一部が褐変し致死したものがより多く観察きれたゎ  
また顆粒状カルスは粗相状カルスより増殖しやすい   
傾向にあった。   
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ワイルドライス（ゑ知ぬり融通痴L．）完熟胚からのかレス誘導  

実験2．   

MS培地を用いて，2．4D濃度を3水準設けたとき  

の収穫後2ヶ月以内の新鮮な完熟胚と5ケ月以上経  

た胚の培養結果をTable2に示した。収穫後2ケ月  

以内に置床した胚は，2．、4D濃度1．Ol喝′ゼの培地で  

2／3がかレスを形成し，2．Om2／ゼの培地で約1／′2がカ  

ルスイヒした。この2，4D濃度2．Ome／且の結果は実験  

1での同処理での結果とほぽ一致した。   

－方，収穫後5ゲ月以上饉た種子から掃出した胚  

では，2，4D濃度＝瑚ノゼで11／2がかレスを形成  

したが，他の2つり2，4D濃度では形成率が低く，  

4剖以上が褐変，致死した。そのため種子令と2，4  

口漢度の閤には相互作用が認められた。ニの相互作  

用は新鮮な胚では低濃度の2，4Dでかレス形成が促  

進され，種子令め進んだ胚でほ高濃度の2，4Dが適  

することを示唆している。しかし一部の処理で置床  

胚数が少なしゝため‘評価には注意を要する。  

考  察   

実験1の結果からSH培地とB5培地に比べMS培  

地が◆ ワイルドライス完熟胚からのカルス誘軌こ勝  
ることが示された。さらに，実験2での2，4D濃度  

2，OT祀／ゼにおけるカルス形成率49．8％は，同条件の  

実験1の44．7％とよく一致し，再現性の高い結果が  

得られた。HiranoandKohno（1990）も2，4Dを鼠0  

4．Omβ／鋸添加したルIS培地でかレス誘導が良いこと  

を報告してる。したがって本実験で比穀した3種類  

の基本培地の中では，加IS培地がかレス誇執こ適して  

いると考えられる。また添加する植物ホルモンの種  

類とその濃度については，オーキシンとして2．4Dの  

替わりにNAAを用いたとき，かレス形成よりもシ  

ュートの伸長が促進きれることから（Hirano and  

Kohno．199卯，今後カイネナン塀を含めて検討の余  

地があろう。   

ワイルドライス種子は収穫後直ちに冷水貯蔵しな  
いと胚の生存力が低下し，発芽能力が消失するとさ  

れる（E川ott，19捌”。本実験では冷水貯蔵の煩雑さを  

除くために，乾燥貯蔵した種子を用いてかレス誘導  

を試みた。これはわれわれの先の実験で収穫後室温  

で乾燥貯蔵した種子でも数カ月は発芽能力をもつこ  
とが確認されたためである（GcI¶maet a】リ1986）。  

美浜2の結果から収穫後1～2ケ月の樫子胚では5D  

％近いかレス形成が認められ，5ケ月以上経た桂子  

の胚は確かに誘導能力が低下しているようであった。  

したがって，冷水貯蔵した種子でなくともかレス誘  

軋ま可能であるものの，乾燥貯蔵した種子を対象と  

する場合には出光るだけ新鮮なものを用いる必要が  
あろう。   

カルスからの不定胚形成を経て再生植物体を得る  
ために，実験1のMS培地で誘導きれた61個♂〕かレ  

スを2．4D濃度を0．5mg．／ゼに減じた～IS培地に移植  

した。13偶のカルスで不定根が形成されたが，いず  

れも植物体にまで生長しなかった。HirallOaIldKdlnn  

（1990）は再生個体を得たが，律子稔性がなかった。よ  

って，育種手段として組織培養によるワイルドライ  

ス自体の改良は解決すべき課題がまだまだ多いと謂  
える。その一方で，Hiran（〉a正＝緑hllO（19洲）の報  

告および本実験でワイルドライスのカルス誘糟が確  
認できたことから，将来カルスからプロトプラスト   
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を単離し，体瀾胞融合によって有用遺伝子を他の作  

物に導入できることへの可能性が高まった。  
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SuInmary  

Ⅵrild rice（a■抑成り扉戚ぬL．）is．an annuaI  

andaquaticplantindjgenoustolakes andslow  

movingstreamsintheGreatLakesResion，North  

America．In terms of an亡XCellent amino acid  

COmpOSitioningrainsandahigh adaptabilityto  

COld cljmates，Wjld rlCe has fascinated us as a  

genesourceforimprovingproductivityand、toler・  

ance to unfavorable environments ｛）f major  

cereals．1nformation about cellculture and  

molecularbiologyinthisplantwouldcontribute  

toutilizethese advantageouscharacters，  

ThepresentpaperdescribestheinflllenCeSOf  

lnedium and seed age on callus formation from 

matureembryosoftheNetumvariety．Compar－  

ed to the Slland B5mediums，the MS agar  

me（1ilJmPrOmOtedca】11ユSing（Tablell．Embryos  

fromfreshseeds，Whichwerestoredat5Ocindry  

COlldition dt汀ing ト2 months after harvest，  

Showed a high frequency ofcallus formation on  

the MS medium（Table2）．  

Xeyworぬ：gene rtLSOurCe，Callus formation．  

embryr）Culture7Ⅵrildrlce．  
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